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【地域包括支援センター】 

 

「介護保険法」で定められた高齢者の総合相談機関 

であり、健康の保持や生活の安定のため、必要に応 

じて、医療機関・介護事業所・地域住民（民生児童委 

員/高齢者の支援者等）行政機関・警察や消防等と連 

携しながら高齢者のお困りごとの課題解決に向けて対 

応しました。 

また、介護予防教室や健康相談・講座等、健康増進 

を目的とした取り組みを実施しました。 

今年度は、独居高齢者の認知症進行による金銭管理 

や健康管理が困難となった相談や体調悪化時に支援する家族などがいないため、救急対応や入院

手続き等が必要なケースの相談が増加しました。今後も引き続き様々な関係機関と連携支援が必

要と考えられます。 

   （単位：千円） 

実   施   事   業 予算額 決算額 

Ⅰ．包括的支援事業 

１．総合相談業務 

高齢者の総合相談（医療・健康・介護・認知症・高齢者虐待・権利擁護・ 

生活全般）を訪問・面談・電話等にて実施しました。  

  

相談の内容 6年度 5年度 4年度 

介護保険申請、サービスについ

て 
２７９ ４１２ ４５２ 

認知症や精神疾患について ８１ １５６ ２４６ 

病気や健康相談、医療機関受診

同行、緊急時対応 
１３８ １８２ ３０８ 

高齢者の権利擁護について ２４４ １８８ １４５ 

高齢者虐待について ４６ ４０ ３８ 

介護予防のについて ４６ ７２ １０８ 

経済・生活 １９ ７５ ８７ 

ケアマネジャーへの助言や支援 ２２９ ３４８ ３０１ 

ケアマネジャーや事業所への苦

情等 
３７ ３０ ３８ 

その他 

（上記に分類されない相談） 
６０ １７７ ４１ 

相談延べ件数 

（夜間休日対応数） 

１２４０ 

（１０） 

１６８０

（２９） 

１７６４ 

（１４０） 
 

300 

100 

380 

92 
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実   施   事   業 予算額 決算額 

 

事業周知用リーフレット・事業写真等 

 

 

 

 

 

 

２．出張相談業務（みんなの保健室） 

各地域や高齢者が集まる場へセンター職員が出向き、センターの事業周知・健

康チェック・身体測定・フレイル予防や疾患予防に関するリーフレット、高たん

ぱく栄養食品の配布等を実施しました。 

 

周知用リーフレット・事業写真等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

200 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

288 
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実   施   事   業 予算額 決算額 

 

出張先 参加人数 出張先 参加人数 内容 

あざさ苑 

（６回） 
７４人 上但馬団地 １４人 

・総合相談対応・健康チ

ェック・血圧測定・筋肉

量や体脂肪測定・握力測

定・包括事業周知 

伴堂本村 ２８人 伴堂２丁目 １２人 

東屏風 ２５人 小柳 １２人 

石見 ２０人 
上但馬 ９人 

伴堂１丁目 １４人 

実施回数 １４回 
 

  

Ⅱ.権利擁護業務                      

家族や医療・介護サービス等の支援だけでは生活が困難な状況にある高齢 

者を医療機関や警察、弁護士等の専門機関と連携しながら対応しました。 

 

周知用リーフレット・事業写真等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（下記は６年度に対応した内容を一部抜粋） 

対象者（一部事例抜粋） 分類 ケース概要 対応件数 

認知症診断後、仕事をされ

ていたが退職。更にもの忘

れ悪化にて通帳キャッシ

ュカードなどを何度も紛

失するようになる。 

 

 

権利擁護 

成年後見申し立て

支援/金銭管理や

様々な手続き支援 

 

 

１１件 

 

85 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

98 

 

高齢者虐待の分類 

成年後見制度

について 
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実   施   事   業 予算額 決算額 

 

対象者（一部事例抜粋） 分類 ケース概要 対応件数 

高齢夫婦２人暮らし、妻

が介護状態となり介護

量が増加したことで疲

労が溜まり、夫から妻へ

身体的虐待あり。 

 

 

虐待 

虐待対応→面談後、介護

サービス追加し、夫に対

して介護負担や思いを

傾聴する。 

 

 

６件 

高齢者より、体調不良訴

えあり。救急搬送必要と

判断するが、全く身寄り

がいない方であり、消防

より搬送先が見つから

ないと相談あり。 

 

 

救急対応 

身寄りが不在の人の救

急搬送、入院手続き支援

/体調不良時の救急対応

/死亡時の諸手続き対応 

 

 

３件 

 

  

Ⅲ.包括的・継続的ケアマネジメント業務 

１．地域ケア会議 

 日々の生活にて、生活課題を感じている地域ケア会議を開催し、様々な専門 

職と連携しながら解決策や対応策を検討しました。 

 
 

周知用リーフレット・事業写真等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議名 内容 助言者 実施回数 

自立支援型

地域ケア会

議 

（下記は６年度の会議にて検討内

容を一部抜粋） 

●６０代男性、脳梗塞後の本人の

支援方法や活動意欲を向上させる

インフォーマルサービスの検討 

●がん末期の母の死期を受容でき

ない娘への支援方法 

作業療法士 

精神保健福

祉士 

主任介護支

援専門員 

５回 

185 

45 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

222 

78 
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実   施   事   業 予算額 決算額 

 

 

 
２．認知症施策業務 

認知症になっても地域で暮らしていけるよう、認知症の正しい知識（治療、検

査、症状）やサポート体制、認知症の方への接し方等の講座を実施しました。 

 

周知用リーフレット・事業写真等 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 日時 参加人数 講師 内容 

 

認知症サポー

ター養成講座 

 

 

１１/２２ 

 

 

２３名 

●三宅町キャ

ラバンメイト  

尾田氏 

●認知症介護

の経験がある

家族２名 

●包括支援セ

ンター職員 

認知症の症状/治療/

検査/認知症の早期

発見/早期治療/認知

症介護をされていた

家族の介護体験談 

  

 

 

 

 

 

研修会名 内容 講師 参加人数 

ケアマネジャ

ー向け研修会 

ケアマネジャースキ

ルアップを目的とし

た研修会：「刑務所出

所後の支援方法/ケア

マネジャーとの連携

支援」 

奈良県定着支援センター  

センター長：横井氏 

 

 

１２人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

140 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

144 
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実   施   事   業 予算額 決算額 

Ⅳ．介護予防業務 

 介護予防に取り組むきっかけとなるよう、介護予防教室や住民さんが集まる公

民館等へ包括職員やリハビリテーション専門職等が出向き、介護予防講座を 

実施しました。 

 

周知用リーフレット・事業写真等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 事業概要 実施回数 参加人数 内容 

介護予防教室 

（きらめきクラ

ブ） 

体力自信あり

コース 
１６回 ５６人 運動・筋肉トレ

ーニング・脳の

トレーニング・

口腔講座・栄養

講座 

体力自信なし

コース（送迎

可） 

３６回 ８４人 

事業名 事業概要 実施回数 
参加延べ 

人数 
内容 

介護予防出張講座 

地域の各団体

やサロン活動

グループが希

望する講座を

公民館などに

出向いて実施 

 

 

 

１２回 

 

 

 

２０８人 

運動講座・口腔

講座・栄養講

座・脳のトレー

ニング・体力測

定会・介護保険

制度研修会・遺

言/遺産整理等

講座 

 

 

 

 

 

4,379 

 

 

3,820 
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実   施   事   業 予算額 決算額 

Ⅴ.指定介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務 
（ケアマネジャー業務） 

 
 要支援１・２の認定者で介護予防サービスの利用者に対してのサービス計画書 

の作成、定期訪問や電話での相談対応、生活上の助言を実施しました。 

 

 

周知用リーフレット・事業写真等 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象者 6年度 5年度 4年度 

介護予防サービス平均利用者数（デイサービ

ス・訪問介護・訪問看護・福祉用具レンタル等

利用者） ※各年度平均利用者数 

 

９２人 

 

８７人 

 

８２人 

新規契約者数 ３９人 ３６人 ３４人 

2,437 

 

3,304 

 

Ⅵ.その他の事業 

１．１人暮らし高齢者の自宅訪問 

 自宅内の寒暖差が激しい夏と冬前に自宅へ訪問し、健康チェック、熱中症予防、 

ヒートショック予防の啓発を行い、高齢者の実態把握を実施しました。 

 

周知用リーフレット・事業写真等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施月 実施地域 訪問者人数 

６月/１１月 上但馬団地 ３６人 
 

195 

50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

137 

48 
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実   施   事   業 予算額 決算額 

２．ものわすれ相談会 

 「ものわすれ」に特化した相談会を「ものわすれチェック機器」を用いて、予 

約制にて個別で実施しました。 

また、早期受診が必要と判断した人へは専門医療機関の紹介と受診勧奨を実施 

しました。 

 

周知用リーフレット・事業写真等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施月 参加人数 要経過観察者/受診勧奨者 

７月 １０人 ３人 

１１月 １３人 ４人 

 

 

３．医療と介護連携 

医療機関の受診が必要な健康状態だが、身体的または環境的要因によって受診

困難な方を家族や医療機関等と連携を図り、受診ができるよう支援。場合により、

救急搬送支援や入院・退院調整等を実施。 

 

周知用リーフレット・事業写真等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

95 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 
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実   施   事   業 予算額 決算額 

 

ケース概要 

（下記は６年度に対応した内容を一部抜粋） 

●８０代男性、独居、支援する家族等はいない。「腹部膨満感と食欲不振」

と電話相談あり。訪問すると腹水貯留と全身倦怠感あり。救急搬送支援、一

旦、入院となり、継続治療必要な状態だが、「自宅で過ごしたい」と強く希

望されたため、訪問診療クリニック・訪問介護・訪問看護等の調整し、24時

間体制にて本人の支援実施中。 

 

●８０代女性、独居、支援する家族等はいない。「体調が悪い」と電話相談

あり。訪問すると全身に黄疸あり。食事摂取もできておらず、早期に受診す

るよう何度も促すが、ご自身では診察に行かず。受診同行し入院手続き等を

実施。現在も入院療養中。 

対応回数 ７件 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


